
Ｓ
Ｌ
パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
運
行
30
周
年

秩
父
鉄
道
は
羽
生
を
起
点
に
、
熊
谷
、
寄

居
、
長
瀞
、
秩
父
、
三
峰
口
と
、
埼
玉
県
北

部
を
東
西
に
横
断
す
る
営
業
キ
ロ
71
・
７
㎞

の
路
線
だ
。
そ
の
歴
史
は
、
前
身
の
上
武
鉄

道
が
１
９
０
１
年
、
熊
谷

－

寄
居
間
を
開
業

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
以
来
、
秩
父
の
石
灰

石
や
セ
メ
ン
ト
輸
送
を
担
い
、
地
域
の
産
業

を
支
え
る
存
在
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
や
西
武
鉄
道
、
東
武
鉄
道
と
接
続

し
、
旅
客
輸
送
に
お
い
て
も
発
達
し
た
。

秩
父
鉄
道
の
名
前
を
全
国
的
に
有
名
に
し

た
の
は
Ｓ
Ｌ
運
行
だ
。
１
９
８
８
年
に
熊
谷

市
で
開
催
さ
れ
た
「
さ
い
た
ま
博
覧
会
」
に

合
わ
せ
て
Ｓ
Ｌ
パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
運

行
が
開
始
さ
れ
、
２
０
１
７
年
度
、
30
周
年

を
迎
え
た
。
当
初
は
埼
玉
県
北
部
観
光
振
興

財
団
が
車
両
を
保
有
し
、
運
転
士
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
か
ら
出
向
、
秩
父
鉄
道
は
運
行
管
理
を

業
務
委
託
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
秩
父
鉄

道
の
自
主
運
行
と
な
っ
て
い
る
。

秩
父
の
観
光
人
気
を
牽
引

秩
父
鉄
道
の
沿
線
は
観
光
地
に
恵
ま
れ
て

い
る
。
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
長

瀞
岩
畳
を
は
じ
め
、
秩
父
三
社
（
寳
登
山
神

社
・
秩
父
神
社
・
三
峯
神
社
）
や
秩
父
札
所

な
ど
を
目
当
て
に
訪
れ
る
観
光
客
は
多
い
。

Ｓ
Ｌ
パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
も
、
観
光
資
源

の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

「
都
心
か
ら
一
番
近
い
蒸
気
機
関
車
」
を

謳
う
Ｓ
Ｌ
パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
土
休
日

を
中
心
に
１
日
１
往
復
、
熊
谷

－

三
峰
口
間

を
約
２
時
間
40
分
か
け
て
走
行
す
る
。
気
軽

に
乗
れ
る
Ｓ
Ｌ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
だ

け
に
、
乗
客
の
中
で
は
家
族
連
れ
の
姿
が
目

立
つ
。

「
当
社
の
特
性
と
し
て
、
予
約
を
さ
れ
た

団
体
の
お
客
さ
ま
の
ほ
か
、
当
日
訪
れ
る
お

客
さ
ま
が
非
常
に
多
く
、
全
体
の
７
割
を
占

め
る
。
東
京
都
心
部
か
ら
比
較
的
近
い
の

で
、
当
日
の
予
定
や
天
候
を
見
な
が
ら
、
乗

車
を
決
め
る
方
が
多
い
」
と
執
行
役
員
を
務

め
る
坂
本
昌
己
企
画
部
長
は
語
る
。

秩
父
人
気
と
相
ま
っ
て
Ｓ
Ｌ
パ
レ
オ
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
乗
車
人
員
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
り
、
近
年
は
７
万
人
超
が
乗
車
、
運
行
日

数
も
17
年
度
に
は
１
０
０
日
を
超
え
て
い
る
。

全
体
の
年
間
輸
送
人
員
も
、
沿
線
住
民
の

少
子
高
齢
化
の
進
展
で
定
期
利
用
が
微
減
し

て
い
る
も
の
の
、
Ｓ
Ｌ
を
は
じ
め
秩
父
エ
リ

ア
の
観
光
要
因
で
定
期
外
は
微
増
し
て
い
る

と
い
う
。

ま
た
、
秩
父
鉄
道
は
、
大
正
年
間
か
ら
旅

館
を
開
設
す
る
な
ど
観
光
振
興
に
取
り
組

み
、「
長
瀞
ラ
イ
ン
く
だ
り
」
や
「
宝
登
山
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坂本昌己
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絵本とセットになったユニークな乗車券。

特集：通勤も観光も―新たな輸送需要の開拓
［利用者満足度の向上へ。西武鉄道の取り組み］

文◉茶木　環
撮影◉織本知之　写真提供◉秩父鉄道株式会社

SLパレオエクスプレスの運行で知られる秩父鉄道。
約120余年の時を刻んだ地方鉄道は、
秩父エリアの旅客輸送を担う象徴的な存在だ。
2017 年度はSL復活から30年を迎え、
沿線住民のSLに対する誇りとともに、
周年事業を盛り上げ、次代につなげようとしている。

地元と一体となって
秩父の魅力を発信。



ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」
な
ど
多
く
の
観
光
施
設
や

資
源
を
有
し
て
、
秩
父
エ
リ
ア
の
観
光
を
牽

引
し
て
き
た
。

「
約
１
２
０
年
か
け
て
、
当
社
の
先
輩
方

が
手
掛
け
て
き
た
こ
と
が
積
み
重
ね
ら
れ
、

少
し
ず
つ
効
果
を
生
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
、
坂
本
部
長
は
秩
父
観
光
の
人
気
の

理
由
を
振
り
返
っ
て
い
る
。

他
社
と
の
連
携
で
相
乗
効
果
を
出
す

Ｓ
Ｌ
パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
運
行
に
際

し
て
は
、
沿
線
施
設
な
ど
と
連
携
し
た
車
内

イ
ベ
ン
ト
や
、
沿
線
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
食
事

を
車
内
で
提
供
す
る
ラ
ン
チ
列
車
企
画
な

ど
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
取
り
込
む
積
極
策
を

次
々
と
打
ち
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
16
年
５
月
に
は
、
西
武
秩
父
駅
に

乗
り
入
れ
を
果
た
し
、
西
武
鉄
道
に
と
っ
て

は
実
に
約
60
年
ぶ
り
の
自
社
線
で
の
Ｓ
Ｌ
復

活
と
な
っ
た
。
17
年
度
も
臨
時
Ｓ
Ｌ
列
車
と

し
て
７
回
運
行
、
西
武
鉄
道
と
は
「
長
瀞
紅

葉
お
さ
ん
ぽ
き
っ
ぷ
」
な
ど
の
企
画
乗
車
券

で
も
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
増
加
し
て
い
る
訪
日
外
国
人

向
け
乗
車
券
と
し
て
、
17
年
度
よ
り
、

「SEIBU
 1
 Day Pass + N

agatoro

」
な

ど
、
西
武
鉄
道
・
秩
父
鉄
道
指
定
区
間
乗
り

放
題
き
っ
ぷ
を
４
種
類
発
売
し
て
い
る
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
さ
ら
に
、
熊
谷
に

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
立
正
大
学
と
産
学
連
携

し
て
、
留
学
生
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を

企
画
中
だ
と
い
う
。

北
関
東
で
は
他
社
で
も
Ｓ
Ｌ
を
運
行
し
て

お
り
、
激
戦
区
と
い
う
印
象
も
否
め
な
い
が
、

実
際
は
、
複
数
の
Ｓ
Ｌ
に
乗
車
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
で
誘
客
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
当
初
は
Ｓ
Ｌ
を
め
ぐ
っ
て
他
社
が
強
力

な
競
合
相
手
に
な
る
の
で
は
と
心
配
も
し
た

が
、
Ｓ
Ｌ
周
遊
さ
れ
る
お
客
さ
ま
が
多
く
、

相
乗
効
果
と
な
っ
て
い
る
」（
坂
本
部
長
）

他
社
と
の
連
携
を
密
に
行
う
こ
と
で
事
業

を
効
果
的
に
伸
ば
し
て
い
る
と
い
う
。

地
元
と
一
体
化
し
て
盛
り
上
げ
る

注
目
す
べ
き
は
沿
線
地
域
と
の
連
携
だ
。

秩
父
鉄
道
は
17
年
11
月
、「
Ｓ
Ｌ
運
行
30
周

年
記
念
・
御
花
畑
駅
お
よ
び
影
森
駅
開
業

１
０
０
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
、「
ち
ち

て
つ
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
た
。
秩
父

－

三

峰
口
間
の
駅
や
施
設
を
拠
点
に
、
ハ
イ
キ
ン

グ
や
ス
テ
ー
ジ
演
奏
、
地
元
産
グ
ル
メ
の
販

売
や
お
も
て
な
し
な
ど
、
沿
線
で
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
が
実
施
さ
れ
た
。

「
当
初
は
鉄
道
イ
ベ
ン
ト
も
考
え
た
が
、

秩
父
地
域
の
鉄
道
と
し
て
歳
月
を
積
み
重
ね

て
き
た
、
そ
の
周
年
祝
い
な
の
で
、
自
社
だ

け
で
と
い
う
の
で
は
な
く
、
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
、
一
緒
に
盛
り

上
が
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
た
」
と
坂
本

部
長
は
語
る
。
浦
山
口
駅
か
ら
三
峰
口
駅
間

の
約
３
０
０
０
世
帯
に
は
、
走
行
す
る
Ｓ
Ｌ

パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
旗
を
振
っ
て
も
ら

う
。
各
イ
ベ
ン
ト
は
、
施
設
や
店
舗
の
従
業

員
だ
け
で
は
な
く
、
高
校
生
か
ら
農
家
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
参
加
し
て
く
れ
た

と
い
う
。

「
こ
ち
ら
か
ら
地
域
の
方
々
に
お
願
い
し

て
ご
協
力
い
た
だ
く
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
逆

に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
積
極
的
に
提
案
し

て
引
っ
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
地
域
の
方
々

と
一
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
坂
本
部
長
は
語
る
。

地
域
の
人
々
が
秩
父
鉄
道
に
気
持
ち
を
寄

せ
る
の
は
、
Ｓ
Ｌ
が
秩
父
エ
リ
ア
で
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

一
方
、
秩
父
鉄
道
で
は
、
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
を

導
入
し
て
い
な
い
が
ゆ
え
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企

画
乗
車
券
も
数
多
く
発
行
し
て
い
る
。
女
性

社
員
が
考
え
た
『
ぼ
く
は 

Ｓ
Ｌ
パ
レ
オ
エ

ク
ス
プ
レ
ス
』
と
い
う
絵
本
と
乗
車
券
の

セ
ッ
ト
、
落
語
家
・
林
家
た
い
平
師
匠
に
よ

る
版
画
と
秩
父
銘
仙
付
き
乗
車
券
、
沿
線
の

足
袋
の
産
地
・
行
田
市
に
ち
な
み
足
袋
型
の

乗
車
券
な
ど
、
柔
軟
な
発
想
で
誘
客
施
策
が

生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

「
定
期
外
利
用
を
伸
ば
す
た
め
に
、
新
し

い
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ
し
た
い
。
来
年
10

月
に
は
新
駅
の
ふ
か
や
花
園
駅
も
開
業
し
、

さ
ら
な
る
需
要
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
も
他

社
や
地
元
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
集
客
し
、

秩
父
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」（
坂
本
部
長
）

秩
父
観
光
ブ
ー
ム
は
一
過
性
で
は
な
く
、

秩
父
鉄
道
を
は
じ
め
地
元
で
連
綿
と
重
ね
て

き
た
努
力
と
、
現
代
の
取
り
組
み
と
が
結
び

つ
い
た
堅
固
な
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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上／秩父といえば真っ先に思い浮かぶ「長瀞ラインくだり」。
下／車内でも車外でも多くの住民が参加した「ちちてつマルシェ」。


